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小雨決行 ※雨天の場合、イベント内容を
一部変更する事があります。

参加型
イベント

先着8チーム（1チーム5人）

参加者
募集中

鹿角平 草原のトライアスロン大会
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第30回記念 

大じゃんけん大会
うまいもの祭り30回の節目を記念して
大じゃんけん大会を開催します！
イベント中3回開催し、豪華地場産品を
ゲットするチャンス！お楽しみに！！

福島県最大級の さめがわで開催！
バーベキューバーベキュー

前売りチケット制
（全席指定）

お肉たっぷり！お一人様
満腹バーベキューセット 2,500円

チケット
発売開始

鮫川村商工会（事務局）

E-mail: samekun@coral.ocn.ne.jp 
URL: http://www.vill.samegawa.fukushima.jp/（鮫川村ホームページ）
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　できません。

October 2017
第762号
平成29年10月１日発行

（毎月１日発行）

Public Relations SAMEGAWA

［広報］

Public
Relations

SAM
EGAW

A

10
O

ctober 2017
平

成
29

年
10

月
１

日
発

行（
毎

月
１

日
発

行
）

第
762

号（
昭

和
27

年
９

月
創

刊
）

発
行

／
福

島
県

鮫
川

村
　

編
集

／
鮫

川
村

役
場

総
務

課
〒

963-8401  福
島

県
東

白
川

郡
鮫

川
村

大
字

赤
坂

中
野

字
新

宿
39

番
地

5
［

広
報

］10

■特集

青生野小学校
統合に向けて

現在の複式学級の授業風景（青生野小学校）
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来
春
か
ら
１
校
体
制
へ
移
行

　

村
内
の
小
学
校
の
体
制
は
、
平

成
15
年
４
月
１
日
に
富
田
小
学

校
、
渡
瀬
小
学
校
、
西
野
小
学
校
、

西
山
小
学
校
、
鮫
川
小
学
校
が
統

合
し
て
か
ら
は
、
鮫
川
小
学
校
と

統
合
を
見
送
っ
た
青
生
野
小
学
校

の
２
校
体
制
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
青
生
野
小
学
校
の

閉
校
が
議
会
で
可
決
さ
れ
た
た

め
、
来
年
の
春
か
ら
村
内
の
小
学

校
は
、
鮫
川
小
学
校
１
校
体
制
で

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

青
生
野
小
学
校
の
現
状

　

現
在
、
青
生
野
小
学
校
の
全
校

児
童
数
は
８
人
。６
年
生
、５
年
生
、

３
年
生
、２
年
生
に
そ
れ
ぞ
れ
２
人

の
児
童
が
い
ま
す
。
学
級
は
２
・
３

年
と
５
・
６
年
の
２
つ
と
な
り
、

基
本
的
に
１
人
の
先
生
が
２
つ
の

学
年
を
同
時
に
指
導
す
る
複
式
学

級
と
な
っ
て
い
ま
す
。
複
式
学
級

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
内
容
が
異

な
る
た
め
、
教
頭
先
生
や
県
か
ら

配
置
さ
れ
た
非
常
勤
講
師
の
先
生

が
指
導
に
加
わ
る
な
ど
し
て
工
夫

し
て
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
村
議

会
定
例
会
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
鮫
川
村
立
小
学
校
及
び
中
学
校

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
来

年
４
月
か
ら
青
生
野
小
学
校
を
鮫

川
小
学
校
に
統
合
す
る
こ
と
が
正

式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
生
野
小
学
校
は
「
地
域
に
小

学
校
が
必
要
だ
」
と
い
う
地
域
の

強
い
思
い
か
ら
、
今
ま
で
統
合
を

見
送
り
、
住
民
の
努
力
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

少
子
化
現
象
は
止
ま
ら
ず
、
児
童

数
の
減
少
に
よ
り
複
式
学
級
の
維

持
も
困
難
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
住
民
の
話
し
合
い
の
末
、
統

合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
者
た
ち
の
思
い

　
「
誰
か
が
い
つ
か
動
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
、
ず
っ
と
感
じ
て
い

ま
し
た
」
そ
う
話
す
の
は
、
青
生
野

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
森
田
智
史

さ
ん
で
す
。
子
ど
も
を
持
つ
親
に

と
っ
て
、
小
学
校
の
入
学
は
一
つ
の

悩
み
ど
こ
ろ
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

青
生
野
の
子
ど
も
た
ち
は
、
小

学
校
に
入
学
す
る
と
、
そ
れ
ま
で

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
仲
良
く
し
て

い
た
友
達
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
に

進
学
す
る
と
、
今
度
は
鮫
川
小
学

校
に
通
っ
て
い
た
生
徒
の
グ
ル
ー

プ
の
中
に
、１
人
や
２
人
で
飛
び
込

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
に
と
っ
て
の
６
年
間

は
、
人
生
の
半
分
を
占
め
る
ほ
ど

長
い
期
間
で
す
。
青
生
野
小
の
子

ど
も
た
ち
は
、
中
学
校
に
入
っ
て

か
ら
、
大
き
な
環
境
の
変
化
に
対

し
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
し

た
」こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、

森
田
さ
ん
は
以
前
か
ら
、
頭
を
悩

ま
せ
て
き
ま
し
た
。

「
鮫
川
の
子
」
と
し
て
の
一
体
感

　

森
田
さ
ん
自
身
も
青
生
野
小
学

校
の
卒
業
生
で
あ
り
、
母
校
が
な

く
な
る
こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
村
の
子
ど
も

た
ち
の
今
後
を
考
え
、
断
腸
の
思

い
で
決
断
を
し
ま
し
た
。

　

森
田
さ
ん
は
、
青
生
野
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
う
し
て
も

「
青
生
野
の
子
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
見
ら
れ
て
し
ま
う
と
言
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
皆
同

じ
学
校
で
生
活
を
共
に
し
ま
す

の
で
、
そ
う
い
っ
た
見
方
は
な
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
村
の
子
ど
も
た
ち
皆
が
『
鮫

川
の
子
』
と
し
て
よ
り
強
い
一
体

感
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
故
郷
を
思

う
機
会
が
増
え
、
地
元
に
根
付
く

要
因
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
本
当
の
意
味
で

の
『
鮫
川
小
学
校
』
と
し
て
、
第

一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
て
ほ
し

い
で
す
」
と
、
森
田
さ
ん
は
小
学

校
の
統
合
に
向
け
て
、
大
き
な
期

待
を
寄
せ
ま
す
。

青
生
野
小
学
校
統
合
へ

右_今年最後となった青生野小学校
の運動会／左_青生野小学校は先生
との距離も近く、強い信頼関係が育
まれます／下_鼓笛パレードでは、横
断幕に続き前を進む青生野小学校
の児童たち

青生野小学校ＰＴＡ会長
森田智史さん（世々麦）

青
生
野
小
学
校
の
閉
校
が
議
会
で
決
定
し
ま
し
た

２2017-10●SAMEGAWA
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小
学
校
間
の
交
流
事
業
・
授
業
▼

記
念
事
業
に
つ
い
て(

式
典
・
記

念
誌)

▼
地
域
活
動
▼
青
少
年
健

全
育
成
活
動
▼
施
設
の
跡
地
利
用

▼
学
校
備
品
の
保
管
・
廃
棄
に
つ

い
て
な
ど
。

問
村
教
育
課
☎
49
３
１
５
１

統
合
に
向
け
た
検
討

　

来
春
か
ら
の
統
合
に
向
け
て
、

今
後
、
次
の
検
討
事
項
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
す
。
▼
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

則
▼
児
童
の
通
学
方
法(

ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
経
路
・
時
間)

▼

う
ど
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
話
し
合
い
を
始
め
た
時

期
で
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
か

ら
相
談
を
受
け
て
、
３
月
の
区
の

総
会
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
区
民
か
ら
す
れ
ば
シ
ョ
ッ

ク
は
大
き
か
っ
た
で
す
。
し
か

し
、
小
学
校
の
現
状
に
つ
い
て
聞

く
と
、
子
ど
も
た
ち
が
鮫
川
小
学

校
に
通
う
こ
と
に
つ
い
て
、
反
対

す
る
意
見
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
、
白
坂
さ
ん
は
会

議
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
は
記
念
誌
と
３
月
の
式
典
の

準
備
で
大
変
だ
と
言
う
白
坂
さ

ん
。「
式
典
が
終
わ
る
と
今
度
は

跡
地
の
利
用
方
法
や
、
区
の
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
は
、
小
学
校
な
し
で
実
施
可

能
か
、
ど
う
や
っ
て
実
施
す
れ
ば

よ
い
か
な
ど
、
検
討
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
山
積
み
で
す
」

と
話
し
、
白
坂
さ
ん
は
頭
を
ひ
ね

り
ま
す
。

地
域
の
中
心
だ
っ
た
青
生
野
小

　　
「
小
学
校
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
考
え
て
い
た
以
上
に
大

変
な
こ
と
で
し
た
」
そ
う
話
す
の

は
青
生
野
区
行
政
区
長
を
務
め
る

白
坂
伸
治
さ
ん
。

　

閉
校
の
準
備
を
始
め
て
、
改
め

て
小
学
校
が
地
域
に
深
く
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
を
思
い
知
っ
た
と
い

う
白
坂
さ
ん
。
実
際
に
、
区
の
運

動
会
や
球
技
大
会
動
な
ど
、
い
つ

も
中
心
に
な
っ
て
い
た
の
は
青
生

野
小
学
校
で
し
た
。

　
「
閉
校
に
つ
い
て
は
、
と
て
も

残
念
で
す
が
、
仕
方
の
な
い
こ
と

だ
と
、
捉
え
て
い
ま
す
」
白
坂
さ

ん
が
区
長
に
就
い
た
の
は
、
ち
ょ

昨
年
の
村
の
出
生
数
は

わ
ず
か
13
人
の
み

　

小
学
校
統
合
の
要
因
で
あ
る
少

子
化
の
問
題
は
、
青
生
野
地
区
に

限
ら
れ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

村
全
体
に
お
い
て
も
、
少
子
化
は

か
な
り
深
刻
な
状
況
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
村
の
出

生
数
は
減
少
傾
向
が
一
段
と
強
ま

り
、
昨
年
の
村
の
出
生
数
は
年
間

で
13
人
で
し
た
。
こ
れ
は
、
10
年

前
と
比
較
し
て
、
お
よ
そ
半
分
程

度
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。(

図
１)

　

ま
た
、
出
生
数
の
減
少
と
と
も

に
、
村
の
小
学
校
児
童
数
も
減
少

を
続
け
て
い
ま
す
。
15
年
前
の
小

学
校
統
合
時
は
３
０
０
人
を
超

え
て
い
た
児
童
数
も
、
現
在
で
は

１
６
７
人
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
５
年
後
に
は
、
１
５
３
人

ま
で
減
少
す
る
見
込
で
す
。(

図

２)

今
後
、
村
民
の
転
出
な
ど
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
少

子
化
は
さ
ら
に
進
ん
で
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
村
か
ら
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
消
え
て
し
ま
う
日
が
、

現
実
問
題
と
し
て
起
こ
ろ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。

少
子
化
の
背
景
に
は

若
者
世
代
の
減
少
も

　

問
題
は
少
子
化
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
若
者
世
代
の
村
離
れ

が
、
こ
の
10
年
間
で
加
速
し
て
い

る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
進

学
や
就
職
、
結
婚
、
通
勤
の
利
便

性
、
家
を
建
て
る
際
に
村
内
に
場

所
が
な
い
、
な
ど
理
由
は
様
々
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
重
要
な
こ
と
は

村
内
か
ら
確
実
に
若
者
が
減
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
で
す
。
５
年
に

１
度
、
村
内
の
す
べ
て
の
世
帯
状

況
に
つ
い
て
調
査
す
る
国
勢
調
査

に
よ
る
と
、
平
成
22
年
か
ら
27
年

の
５
年
間
で
、
村
内
で
生
活
す
る

15
歳
〜
29
歳
の
若
者
の
数
が
30
・

４
％
も
減
少
し
た
と
い
う
調
査
結

果
が
出
て
い
ま
す
。(

表
１)

　

こ
こ
数
年
、
村
の
人
口
は
年
間

１
０
０
人
以
上
減
り
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
５
年
以
内

に
村
の
人
口
は
３
千
人
を
下
回
る

見
込
み
で
す
。
村
の
活
力
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
も
、
家
族
の
在

り
方
や
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
の

育
成
な
ど
、
私
た
ち
は
い
ま
一
度

考
え
、
見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

(図２) 村の小学校児童数の推移 (図１) 村の出生数の推移(表１) 村の年齢階層別人口の推移

(国勢調査10月１日現在) (学校基本調査５月１日現在) (村住基台帳関係資料)

(人)(人)

青生野小だけではない、村の少子化問題の現状若者世代の村離れが加速、止まらない人口減少

児童への対応は万全を尽くします

青生野区行政区長
白坂伸治さん（江堀）

村教育委員会
教育長　奧貫　洋

区の運動会は毎年、小学校と一緒に行われていました

　小学校の統合で、もっとも気を付けなければいけない
ことは、環境が変わり不安を感じる児童への対応です。
２人しかいなかった学級から、30人の学級に飛び込む
わけですから、子どもたちにも準備が必要です。
　交流授業をはじめ、机やロッカーの整備など、来春か

らの新しい環境へ児童がなじみやすいように、既に取り組みを始めています。ま
た、「特別扱い」「お客様扱い」とならないよう、他の児童と同様に役割を持たせる
など、新しい環境での自信をつけられるように心掛けています。

９月25日に行われた全学年対象の交流授業の様子／左_２年生はレクリエーションで交流を深め
ました／右_５年生は複式学級ではない、単式学級の授業を経験しました
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S56 S61 H3 H8 H13 H18 H23 H24 H25 H26 H27 H28

区分
平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

実数 増減率 実数 増減率 実数 増減率 実数 増減率

総数 4,602人 －2.1％ 4,322人 －6.1％ 3,989人 －7.7％ 3,577人 －10.3％

15歳～64歳 2,576人 －9.5％ 2,420人 －5.4％ 2,249人 －7.1％ 1,925人 －14.4％

うち15歳
～29歳(ａ)

665人 －1.9％ 656人 －0.3％ 570人 －13.1％ 397人 －30.4％

若年者比率
(ａ)／総数

14.5％ 15.2％ 14.3％ 11.1％
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高
坂
ミ
チ
さ
ん
の
百
歳
を
祝
う

　

老
人
の
日
の
記
念
事
業
と
し
て
、

９
月
15
日
、
今
年
５
月
に
百
歳
を
迎

え
た
高
坂
ミ
チ
さ
ん(

水
口)

に
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
お
祝
い
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
記
念

品
を
受
け
取
る

と
、
高
坂
さ
ん
は

笑
顔
で
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。

宗
田
悦
次
さ
ん
に
旭

き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

　

９
月
25
日
、
宗
田
悦
次
さ
ん(

広

畑)

に
旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
旭
日
単
光
章
と
は
、
国
の
勲
章

の
一
つ
で
、
国
ま
た
は
公
共
の
た
め

に
功
績
が
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

宗
田
さ
ん
は
、
東

石
区
の
副
区
長
、

区
長
を
そ
れ
ぞ

れ
２
期
、
議
会
議

員
を
３
期
・
12

年
務
め
、
地
域
、

村
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
宗
田
さ
ん
は
「
こ
れ
も
支
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。」
と
、
受
章
を
喜
び
ま
し
た
。

地
域
見
守
り
協
力
に
関
す
る
協
定

　

村
と
鮫
川
郵
便
局
、
石
川
郵
便
局

は
、
９
月
１
日
、
地
域
見
守
り
協
力

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

郵
便
局
員
が
配
送
業
務
中
に
、
住

民
や
道
路
の
異
変
に
気
づ
い
た
と

き
、役
場
担
当
課

と
速
や
か
に
連
絡

し
ま
す
。鮫
川
郵

便
局
長
は「
地
域

の
た
め
に
積
極
的

に
協
力
し
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

ソ
ー
ラ
ー
充
電
器
・
ラ
ン
タ
ン
寄
付

　

会
津
電
力
株

式
会
社
は
９
月

21
日
、
ソ
ー
ラ
ー

充
電
器
と
ラ
ン

タ
ン
を
村
に
寄

付
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
充
電
や
、
明
か

り
の
確
保
に
利

用
で
き
る
た
め
、

今
後
は
村
で
管

理
し
、
災
害
の
発

生
時
な
ど
に
役

立
て
ま
す
。

婦
を
代
表
し
て
福
島
民
報
社
な
ど
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舟
木
花
さ
ん(

鮫
川
中
３

年)

、
森
田
朱
音
さ
ん(

青
生
野
小
３

年)

、
須
藤
百
香
さ
ん(

鮫
川
小
６
年)

の
３
人
が
作
文
を
読
み
上
げ
、
日
頃

の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

敬
老
会
終
了
後
に
は
、
ふ
る
さ
と

文
化
芸
能
ク
ラ
ブ
や
各
地
区
の
高
齢

者
支
援
団
体
の
歌
や
踊
り
、
寸
劇
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
敬
老
会
は
９
月
９
日
、

村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
満
75
歳

以
上
の
７
３
７
人(

男
性
２
９
８
人
、

女
性
４
３
９
人)

を
招
待
。
村
の
最
高

齢
は
本
多
清
一
さ
ん(

水
口)

と
高
坂

ミ
チ
さ
ん(

水
口)

で
満
１
０
０
歳
で

す
。
敬
老
会
で
は
、
大
樂
村
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
米
寿
代
表
の
矢
吹
一
二

さ
ん(

仁
田)

と
80
歳
代
表
の
板
橋
三

千
代
さ
ん(

道
少
田)

に
記
念
品
な
ど

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
高
杉
晃
さ
ん
・

タ
カ
子
さ
ん
夫
婦(

大
竹)

に
は
金
婚
夫

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
に

先
立
ち
、
９
月
15
日
、
村
交
通
対
策

協
議
会
と
棚
倉
地
区
交
通
安
全
協
会

鮫
川
支
部
主
催
の
「
交
通
安
全
鼓
笛

パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約

20
名
が
参
加
し
、
横
断
幕
を
先
頭
に

青
生
野
小
と
鮫
川
小
の
児
童
鼓
笛
隊

の
演
奏
に
合
わ
せ
て
広
畑
地
内
か
ら

鮫
川
小
ま
で
を
行
進
し
、
村
民
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
沿
道

に
は
児
童
の
保
護
者
な
ど
が
応
援
に

か
け
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

演
奏
が
村
に
響
き
ま
し
た
。

行政

ＮＡＶＩ

上_村長から記念品を受け取る

米寿代表の矢吹一二さん

下_アトラクションが次々と披露
され、会場を盛り上げました

広畑地内から鮫川小学校まで子どもたちの行進が続きます

７３７人の長寿を祝う

平成29年度敬老会

テ
ー
マ　

村
特
産
品「
達
者
の
納
豆
」

を
使
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
料

理(

デ
ザ
ー

ト
含
む)

▼

「
達
者
の
納
豆
」

を
加
工
し
た

乾
燥
納
豆
も

含
み

ま

す
。

▼
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
１
人(

団
体)

何
点
で
も
出
品
で

き
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
２
日
㊊
〜
10
月
20

　

日
㊎
必
着

応
募
資
格　

鮫
川
村
に
在
住
、
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
※
家

族
・
友
人
・
団
体
で
の
参
加
も
可

能
で
す
。

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
募
集
期
間
中
に
村
役

場
農
林
商
工
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い(

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス

可)

。
そ
の
後
、
応
募
者
に
出
品

票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
審
査
日

当
日
に
作
品
と
併
せ
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

作
品
の
出
品
お
よ
び
審
査
日　

審
査

日
当
日
の
９
時
〜
９
時
30
分
の
間

に
、
作
品
１
点(

２
人
分
程
度)

を
任
意
の
器
に
盛
り
付
け
て
会
場

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
審
査

日
…
10
月
25
日
㊌
▼
審
査(

作
品

出
品)

会
場
…
村
公
民
館

賞　

▼
入
賞
者
…
賞
金
お
よ
び
副
賞

　

▼
応
募
者
…
参
加
賞

表
彰
式　

表
彰
式
は
11
月
12
日
㊐
に

村
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

入
賞
作
品
は
同
日
開
か
れ
る
「
鮫

川
の
郷
土
料
理
を
楽
し
む
会
」
に

お
い
て
、
試
食
し
ま
す
。

問
村
農
林
商
工
課
商
工
観
光
係
☎
49

３
１
１
３
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
49
３
３
６
３

ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

手・まめ・館

アイディア料理コンテストフェア開催

お買いものスタンプカードの
交換品が増えました

　手・まめ・館でアイディア料理コンテ
ストの受賞作品が食べられます。
期間　10月10日㊋～ 13日㊎
場所　手・まめ・館（食堂・直売所）
内容　日替わりランチ(500円 )で提供
▶豆腐とシソの葉の肉巻カツ（H28）
▶豆だんご(H20)▶おから漬け(H28)
▶達者の五目味噌 (H23)／直売所で
販売 (500円 )▶米粉で作る味噌シ
フォンケーキ(H25)　※（　）内は受
賞年度
問村農産物加工・直売所「手・まめ・館」
　☎㊾２５５６／村農林商工課商工
　観光係☎㊾３１１３

　９月１日から、手・まめ・館のスタン
プカードの交換品が増えました。
交換品　▶１枚…豆腐または豆菓子
▶２枚…きな粉飴またはきな粉 (小 )
▶３枚…きな粉(大 )▶４枚…味噌１kg
または食堂・喫茶店で使える食事券
問村農産物加工・直売所「手・まめ・館」
　☎㊾２５５６

豆腐とシソの葉の肉巻カツ(H28)

鼓
笛
パ
レ
ー
ド
で

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

行政

ＮＡＶＩ
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行政

ＮＡＶＩ

鮫川村民ゴルフ大会結果
　村体育協会主催の村民ゴルフ大会は、９月10日、棚倉ステークスカントリークラブ(棚倉町)を会場に開催
されました。大会には村民や村関係者49名が参加し、腕を競いました。結果は次のとおりです。(敬称略)

優 勝 関 根 昭 弘 ( 戸 草 )

準優勝 齋 須 　 大 ( 新 宿 )

３ 位 吉 田 　 修 (上野町)

４ 位 金 澤 剛 士 ( 大 塩 )

５ 位 吉 田 初 男 (楢久保)

６ 位 青 戸 広 行 (彦次郎)

優 勝 高 坂 勝 己 ( 中 )

準優勝 鈴 木 一 良 ( 新 宿 )

３ 位 芳 賀 正 訓 (江竜田)

優 勝 関 根 マ リ 子 ( 赤 柴 )

準優勝 松 本 由 子 (道少田)

３ 位 鈴 木 美 智 子 ( 大 塩 )

渡邊咲
さ き

来さん

Education
さめがわの教育

自
然
を
満
喫
し
た
宿
泊
学
習

　

９
月
４
日
（
月
）
〜
５
日
（
火
）
、

青
生
野
小
学
校
と
し
て
は
最
後
の
全

校
生
で
の
宿
泊
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
い
わ
き
海
浜
自
然
の
家

に
宿
泊
し
、
２
日
目
に
ア
ク
ア
マ
リ

ン
ふ
く
し
ま
を
見
学
し
ま
し
た
。
自

然
の
家
で
の
「
野
外
炊
飯
」
や
「
ナ

イ
ト
ハ
イ
ク
」
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ

く
し
ま
で
の
「
命
の
教
育
」
「
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
見
学
」

な
ど
初
体
験
満

載
の
活
動
で
し

た
。
野
外
炊
飯

で
は
シ
ー
フ
ー

ド
カ
レ
ー
作
り

に
挑
戦
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た

ち
の
手
さ
ば
き

の
よ
さ
や
進
ん

で
仕
事
を
見
つ

け
働
く
姿
が
見

ら
れ
、
感
心
し

ま
し
た
。
ア
ク

ア
マ
リ
ン
ふ
く

し
ま
で
は
、
自

分
で
釣
っ
た
魚
を
自
分
で
さ
ば
き
、

「
命
の
大
切
さ
」
や
「
い
た
だ
き
ま

す
」
の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し

て
い
ま
し
た
。
自
然
を
満
喫
し
た
２

日
間
で
し
た
。

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
盛
り
上
が
っ
た

横
田
小
と
の
Ｔ
Ｖ
交
流
授
業

　

９
月
11
日
（
月
）
、
金
山
町
の
横

田
小
学
校
と
Ｔ

Ｖ
会
議
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
交
流

授
業
を
行
い
ま

し
た
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
２

度
目
の
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
で
す
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
自
分
た
ち

で
選
ん
だ
本
を
制
限
時
間
内
で
紹
介

し
、
そ
の
中
か
ら
最
も
読
み
た
い
本

を
選
ぶ
と
い
う
読
書
ゲ
ー
ム
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
読
ん
で
み
た
い
と

思
う
本
は
ど
れ
か
、
ど
ん
な
言
葉
で

惹
き
つ
け
る
か
な
ど
を
考
え
な
が
ら

準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
横
田
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
の
選
ん
だ
本
に
興

味
を
持
っ
た
り
、
自
分
た
ち
の
紹
介

の
仕
方
を
褒
め
ら
れ
た
り
し
な
が
ら

楽
し
く
活
動
で
き
ま
し
た
。
次
回
は
、

１
月
に
お
互
い
の
学
校
や
地
域
を
紹

介
す
る
予
定
で
す
。

(

文
・
写
真
／
青
生
野
小
学
校)

青生野小学校編

（156）

プロ野球選手になりたい

　将来は山田哲人選手のように、日本代表
で活躍できるプロ野球選手になりたいです。
野球の練習中はいつも集中しているので、時
間がたつのがあっという間に感じます。バッ

ティングで、遠くに球を飛ばせたときがとて

も楽しいです。６年生最後の大会で、決勝
戦進出を目標に、練習からよく声を出して、
きちんと考えて動けるように頑張っていきた

いです。我妻　凌
りょう

さん

ぼく・わたしの夢 ＜第28回＞　鮫川小６年生

なんでも頑張りたい！
　いろいろな習い事をしているので、やりた

いこともたくさんあります。最近は特にバス

ケットに力を入れていて、男子の野球部に負
けないように頑張りたいです。幼稚園から続
けているピアノも、演奏を聴く親の嬉しそう

な顔を見ると、もっと頑張ろうという気持ち

になります。これから中学生になると、算数
が難しくなるので、今から頑張って得意にし

て、テストで５番以内に入ることが目標です。

 私の子ども心に強烈に残っている一枚
の絵があります。その絵は白い長襦袢を

身にまとった若い女性が井戸水を汲み

上げては冷水を体にかけていました。
「なぜ、自分の体に水をかけているの？」
　この質問に対し、母親の説明が心に

残っています。それは病弱でわがままに育
つ子を立派な人に育てようとする少年時
代の乃木希典陸軍大将の親心でした。
　半世紀以上を経た今、鮫川村の小
さな子どもたちは自分の気に入った絵
に夢中になっています。何度も何度も

絵本をめくり、お気に入りのところを

じっと見ている子どもたち、この絵本
から実はたくさんのことを学んでいる

のです。特に小さなお子さんのいるご

家庭ではやさしくお話をしてあげてく

ださい。いろいろな子どもの質問にも

ゆっくり丁寧に答えたいものです。こ
のように子どもと親がしっかりと向き

合うことにより心が安定し、たくさん

のことを学ぼうとする土台づくりをし

ているのです。
奧貫　洋

教育長コラム

【シニアの部】【一般の部】

【レディースの部】

　

村
は
、
村
民
が
若
者
と
一
緒

に
活
動
し
、
地
域
を
活
性
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
地
球
緑
化

セ
ン
タ
ー
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
協
力
隊
事
業
と
は
、
農

山
村
に
興
味
・
関
心
を
抱
く

若
者
が
、
実
際
に
地
域
で
生
活

し
、
活
性
化
活
動
を
行
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

活
性
化
活
動
を
体
験
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
若
葉
の
ふ
る
さ
と

協
力
隊
」
に
参
加
し
た
19
歳
〜

22
歳
の
８
人
の
学
生
は
、
８
月

24
日
〜
28
日
の
５
日
間
を
村

投
・
開
票
日　

10
月
22
日
（
日
）

投
票
で
き
る
人　

平
成
11
年
10

月
23
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

ま
た
は
29
年
７
月
９
日
ま
で

に
転
入
し
て
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

投
票
時
間　

７
時
〜
19
時

【
期
日
前
投
票
】

期
間　

10
月
11
日
㊌
〜
21
日
㊏

８
時
30
分
〜
20
時

今
回
の
選
挙
か
ら
衆
議
院
議

員
総
選
挙
と
国
民
審
査
の
期

日
前
投
票
が
、
公
示
日
翌
日

の
11
日
か
ら
両
方
の
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所　

役
場
村
民
ホ
ー
ル

問
村
選
挙
管
理
委
員
会
☎
㊾
３

　

１
１
１

で
過
ご
し
、
村
内
の
祭
事
や
生

活
、
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
「
地
域
の

人
の
暖
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

「
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切

さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
」
な
ど
、
村
民
と
の
触
れ
合

い
が
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、「
ご
飯
の
量
に
驚

き
ま
し
た
」
と
、
村
民
の
手
厚

い
お
も
て
な
し
に
驚
く
一
面
も

あ
り
ま
し
た
。

村
の
生
活
・
文
化
を
体
験
し
ま
し
た

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

若
葉
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
が
来
村

投
票
日
は
10
月
22
日
で
す

上＿富田八朔豊年踊りに参加しまし

た／下＿最後に村民を迎えて発表会

を行いました
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あと一本がでず、川俣町に惜敗
第11回福島県市町村対抗軟式野球大会
　県市町村対抗軟式野球大会に出場した鮫川村チームは

９月16日、県営あづま球場で１回戦で川俣町と対戦しまし

た。鮫川チームは一回、三回に走者を得点圏に進め、チャ

ンスを迎えますが、あと一本が出ませんでした。対して、川
俣町は二回に１点を先制します。鮫川村は続くピンチをし

のぎ切りましたが、好投する相手投手を最後まで打ち崩す

ことが出来ず、試合は０対１で惜敗しました。最後まで接
戦を繰り広げた両チームのプレーに拍手が送られました。

抜穂の儀を執り行う鈴木さんとその家族

献上米いよいよ収穫
鈴木寛重さんの献穀田で新嘗祭抜穂祭

　５月に苗を植えた鈴木寛重さん(馬場)の献穀田は、９
月22日に、無事に収穫を迎えることができました。収穫に

先立って、９月16日に抜穂祭が執り行われました。鈴木さ

んは今回初めて育てた品種「里山のつぶ」について、「素晴ら
しい出来です。長雨の前に穂を結んだのが良かったのだと

思います。穂も大きく、鮫川に向いている品種だと感じま

した」と、献穀米の出来に自信を伺わせます。収穫を終え

た新米は、11月に皇居で行われる新嘗祭に献上されます。

多くの参加者がバレーボールを通して親睦を深めました

　村内のバレーボールチームおよびバレーボールをこよな

く愛する人たちが集まる交流親善大会が８月27日、村農業
者トレーニングセンターで開催されました。大会は、小・中
学生から大人まで含めた４つの混合チームを結成し、各部
門に分かれて試合を行い、合計得点を競います。応援席も

盛り上がり、会場には多くの笑顔が溢れました。会長の湯
坐千春さん(酒垂)は「地域も年齢も関係なく、皆で盛り上が

り楽しい大会になりました」と開催を喜びました。

混合チームで親睦を深める
第13回村バレーボール協会交流親善大会

８月30日に鮫川村チームへ激励金交付式が行われました

仮装をしながら踊り歩く「西山豊年踊り」

五穀豊穣などを願う
西山地区と富田地区で豊年踊り

　五穀豊穣や家内安全などを祈願する豊年踊りは８月26

日(富田)と９月２日(西山)、村内の２地区でそれぞれ行わ

れました。このうち、「西山豊年踊り」は旧西山小学校校
庭で行われ、仮装した子どもやお年寄りが、太鼓や笛の音
色に合わせて楽しく踊りました。今年はアニメのミニオン

ズやお笑い芸人のブルゾンちえみなど、力の入った仮装が

会場を盛り上げ、フランクフルトや焼き鳥、かき氷などの出
店も多く、夏の最後に思い出を作りました。

会場は朝から多くの来場者でにぎわいました

村内外の多彩な出店で賑わう
さめがわdeマルシェを開催
　村内の20・30代の若者が中心となり開かれた「さめがわ

deマルシェ」は９月10日、村農業者トレーニングセンターで

開催されました。天気にも恵まれ、開始時間前から多くの

子ども連れが訪れ、手作り雑貨の販売、子どもたちも参加
できるワークショップ、プラネタリウム、軽食やスイーツの

販売などさまざまな種類の店が並びました。救護室や授
乳室を設けて、子ども連れでも安心して楽しめる配慮も来
場者に喜ばれ、会場は終日賑わいをみせました。

利用者と地区住民がふれあう
第８回鮫川たんぽぽの家感謝祭
　社会福祉法人鮫川福祉会の「第８回鮫川たんぽぽの家
感謝祭」は９月16日、たんぽぽの家(岡田)を会場に行われ

ました。会場では利用者と健康運動サポーターによるダン

スが披露されたほか、山百合レクダンスなどによる踊りや

奥州ずっこけ隊のよさこいなど多数の催しが行われ、来場
者を楽しませました。また、焼きそばやかき氷などの屋台
や缶バッチ作りなども行われ、利用者や子どもたちの笑顔
あふれる感謝祭となりました。来場者にダンスを披露するたんぽぽの家利用者たち

キャプテンの水野陽亮君(左)と副キャプテンの舟木玲王君(右)

　鮫川スポーツ少年団学童野球部は、７月29日から31日に
行われた福島民報旗争奪第28回福島児童野球選手権大会
に出場しました。各地区の代表チームが集まる中、鮫川野
球部は大会６連覇中の小名浜少年野球教室(いわき市)を

破り準決勝まで勝ち進みました。準決勝で惜しくも敗れま

したが、県大会３位という快挙を成し遂げました。キャプテ

ンの水野陽亮君は「日頃の練習の成果を出して、県大会３位
という結果を残せて嬉しいです」と、喜びの声を寄せました。

鮫川スポ少野球部が県大会民報杯で３位
９月４日鮫川小学校で表彰式

参加者は凍み餅などの見慣れない食材に興味深々でした

村の食材を使った料理を披露
「まめで達者な料理教室」を開催

　村は、村の魅力の発信と、都市と農村の交流のさらなる

進展を目的に、出張料理教室「まめで達者な料理教室」
を９月２日、東京都北区の赤羽文化センターで開催しまし

た。教室には32人が参加し、村食生活改善推進員「ひまわ

りの会」を講師に、北区健康づくり栄養グループ「食彩」メ
ンバーの協力のもと、村内産食材を使った田舎料理を作り
ました。出来上がった凍み餅やおからのサラダなどは参加
者に好評で、「また参加したい」という声が多く聞かれました。

口
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俳　
　

句

橋
壊
れ
台
風
一
過
西
東

中
井

　
恒
峯

久
々
の
時
間
短
か
し
布
団
干
す北

條
素
人
坂

暑
さ
中
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
季
節
来
る

松
本

　
精
一

秋
の
空
那
須
の
連
山
露
天
風
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田
　
縫
子

昼
寝
す
る
見
分
け
が
つ
か
ぬ
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の
足
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恵
子

蕎
麦
畑
鳥
追
い
テ
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プ
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キ
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と
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信
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里
近
く
節ふ

し
ぐ
ろ
せ
ん
の
う

黒
仙
翁
咲
き
盛
る

鈴
木

　
米
子

玉
音
の
ま
ざ
ま
ざ
と
現あ

る
敗
戦
忌山

本
五
十
鈴

　
　
　

短　
　

歌

穂
揃
う
て
青
田
が
萌
黄
に
彩
ら
れ
白
金

色
の
花
の
こ
ぼ
れ
る

鈴
木
イ
ミ
子

折
り
合
わ
ぬ
言
葉
を
お
さ
め
振
り
仰
ぐ

山
の
頂
に
一
片
の
雲

須
藤

　
幸
子

暮
れ
か
け
た
山
の
峠
の
栗
の
実
を
持
ち
て

啼
き
行
く
雁
の
一
羽
は

佐
藤

　
春
枝

務
め
よ
と
役
員
に
成
り
気
負
い
せ
む
め
ぐ

る
職
務
に
全
精
力
を

石
井

　
幸
子

巡
り
来
る
機
構
に
動
じ
て
我
が
心
今
年

の
稲
に
無
常
な
痛
手

須
藤
シ
ツ
エ

正
座
し
て
玉
音
聞
き
に
夏
の
昼
何
年

た
っ
て
も
耳
に
残
れ
る

前
田
喜
三
子

盆
過
ぎ
し
涼
し
さ
続
き
凌
ぎ
良
く
残
暑

無
い
ま
ま
九
月
に
入
る

藤
田
千
代
子

吾
が
里
を
憂
え
つ
励
む
友
連
れ
て
め
ぐ

る
月
日
を
宝
に
変
え
る

板
橋
　
源
良

八
月
と
言
う
に
は
寒
き
長
雨
に
実
り
の

秋
を
愁
い
る
朝
夕

関
根
キ
ヌ
子

山
百
合
の
香
り
漂
う
夕
暮
れ
に
六
十
の

手
習
い
寺
子
屋
へ
行
く

赤
坂
　
和
子

稲
穂
揺
れ
日
毎
に
金
色
増
す
田
面
長
雨

低
温
農
家
は
思
案

矢
吹

　
一
二

今
盛
百
日
紅
は
吾
が
世
に
と
庭
覆
う
如

夏
日
に
映
え
て

北
條

　
　
平

いがらし・たけし●1983年11月生まれ。共栄化工株式会社勤
務、趣味は釣り。モットーは、いつも一生懸命に。赤坂西野字
官沢、33歳。

231村民【随想】リレー

五十嵐　武さん

自然豊かな鮫川村

■

う
こ
と
で
す
。

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
釣
り
が
好
き
で
、

時
間
が
あ
る
時
は
渓
流
釣
り
を
楽
し
み
、

妻
と
息
子
た
ち
と
海
釣
り
に
行
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
私
が
幼
い
頃
か
ら
釣
り

を
し
て
い
た
鮫
川
で
、
息
子
た
ち
に
渓

流
釣
り
を
教
え
る
こ
と
が
今
か
ら
の
楽

し
み
の
１
つ
で
す
。

　

現
代
は
、
核
家
族
化
が
多
く
近
隣
と

の
関
わ
り
が
減
っ
て
き
て
い
る
世
の
中

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
昔
な
が

ら
の
変
わ
ら
な
い
鮫
川
村
の
温
か
い
地

域
性
を
子
ど
も
た
ち
の
世
代
ま
で
受
け

継
い
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

次
号
は
、
小
林
利
之
さ
ん（
赤
坂
中
野
字
宿

ノ
入
）に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

　

私
は
４
年
前
に
鮫
川
村
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
妻
、
今
年
６
歳
と
４

歳
に
な
る
息
子
２
人
、
両
親
、
叔
父
の

７
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
外
遊
び
が
大
好
き
で
、
家
族
の
誰

か
が
庭
に
居
れ
ば
す
ぐ
に
外
に
飛
び
出

し
遊
ん
で
い
ま
す
。
家
で
飼
っ
て
い
る

犬
の
散
歩
に
も
つ
い
て
い
き
、
蝉
の
抜

け
殻
を
拾
っ
た
り
蛙
を
見
つ
け
た
り
と
、

自
然
い
っ
ぱ
い
な
環
境
で
の
び
の
び
と

育
っ
て
い
ま
す
。

　

鮫
川
村
に
戻
っ
て
き
て
思
っ
た
こ
と

は
、
幼
い
頃
か
ら
知
っ
て
い
る
近
所
の

方
々
が
気
さ
く
に
話
し
か
け
接
し
て
く

れ
る
温
か
い
地
域
性
が
、
子
ど
も
た
ち

が
成
長
す
る
に
あ
た
っ
て
良
い
影
響
を

与
え
る
鮫
川
村
の
１
つ
の
魅
力
だ
と
い

1213 2017-10●SAMEGAWASAMEGAWA●2017-10

TA
K

ESH
I  IG

A
R

A
SH

I

【観望の予約・問い合わせ先】
　村農林商工課☎0247493113　

天 台文 信通
vol.７鮫川天文愛好会だより

第１回

修明高校鮫川校だより

　秋の天体の代表はＭ31アンドロ

メダ銀河です。地球からの距離は

230万光年で、銀河の大きさは10万
光年ほどです。地球から見えるア

ンドロメダ銀河は非常に大きく、見
かけの大きさは満月の５倍もあり

ます。10月中旬になると東の空高く
昇っていますので、月のない暗い夜
空では肉眼でもその存在を確認す

ることができ、７倍程度の双眼鏡を

使用するとアンドロメダ銀河が楕
円形であることが分かります。鹿
角平天文台の望遠鏡では低倍率で

も、視野いっぱいの広がる銀河を

見ることができます。

230万光年の彼方から輝くアンドロメダ銀河

　左の言葉には、「鮫川校のスタッフはこ
れからも地域の方々の力をお借りしながら、
学校を盛り立てていきます」「村の子どもた
ちにはこれからもこの土地で安心して勉強
に励んでもらえるよう、力を尽くします」と
いうメッセージが込められています。

ゲートボール大会
とき…10月 25日 (水 )
場所…さぎり荘

　鈴木寛重さん（馬場）のご指導のもと、１
年生が「総合的な学習の時間」の中で大豆栽
培に取り組んでいます。

長雨にも負けず、順調に育つ鮫校大豆 (左 )と指導を受ける生徒 (右 )

　サマーショートボランティアに参加
した５名の生徒に修了証が交付され

ました。鮫川中出身の佐川竜也さん

(２年 )は特別養護老人ホーム寿恵園
(棚倉町 )で、同じく鮫川中出身の芳
賀すみれさん (２年 )は特別養護老
人ホームユーハイムはなわ(塙町 )で

貴重な体験をさせていただきました。

文・写真／修明高校鮫川校
TEL 49-2029  FAX 49-3109
E-mail shumei-h-samegawa@fcs.ed.jp

大豆栽培

サマーショート
ボランティア

SUCHEDULE

ここから、いっしょに

皆さまのお世話になっています。
ありがとうございます！
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湯座建設株式会社鮫川職場探訪記 - 第 ４ 回 -

地域のために、行政でできないことをやっていく

代　表　湯坐　好郎
従業員　22名
所在地　大字赤坂中野字取上 11番地２
電　話　49-2269　FAX　49-2624

　湯座建設㈱は、住宅建設だけでなく橋梁工事や解
体工事、農地整備など様々な分野で活躍している建設
会社です。職場の特徴について「一人一人の強み、個性
を活かせる職場です。若い人の教育にも力を入れてい

ます」と代表取締役の湯坐好郎さんは話します。
　好郎さんは商工会、青年部、議会議員などの経験を

振り返り、「村を維持していくには、行政だけに頼らず、
民間企業もできることから実行することが重要」と考え、
地域に恩返しをしたい、という強い思いを形にしてきま

した。「大きな目標をいかに実現させるか、道のりは大
変ですが、やりがいを感じます」と好郎さんは笑います。
　これからも湯座建設㈱を応援お願いします。

１・２_村内に造成中の現場。畑付の分譲住宅などおよそ15棟が
並ぶ予定。若い世代や都市部から来た人が、村の良いところを体
感しながら住める場所を計画しています／３_湯座建設は、機材を
自前で揃え、「何でもやれる」建設会社です。優秀な工事から、９
月に県知事表彰も受賞しました

１ ２

３

Person
さめがわ人　No.18

矢
吹
光
雄
さ
ん

矢
吹
和
夫
さ
ん

や
ぶ
き
・
み
つ
お　
　

(

75)

や
ぶ
き
・
か
ず
お　
　

(

46)

赤
坂
西
野
字
官
沢

９
月
７
日
か
ら
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
が
宮
城
県
仙
台
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
５
年

に
１
度
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
選
抜

さ
れ
た
優
秀
な
和
牛
が
、
改
良
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
す
。
そ
ん
な
和
牛

の
全
国
大
会
に
、
福
島
県
代
表
と
し

て
鮫
川
村
か
ら
３
頭
の
和
牛
が
選
抜

さ
れ
ま
し
た
。
育
て
た
の
は
矢
吹
光

雄
さ
ん
、
和
夫
さ
ん
親
子
で
す
。

　

矢
吹
さ
ん
一
家
は
、
親
の
代
か
ら

続
く
和
牛
の
繁
殖
農
家
で
す
。
光
雄

さ
ん
が
牛
を
育
て
、
和
夫
さ
ん
が
会

社
に
勤
め
る
傍
ら
で
管
理
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
60
年
以
上
に
渡
り
、
牛

飼
い
に
携
わ
っ
て
き
た
光
雄
さ
ん
は

「
中
学
の
頃
か
ら
近
く
の
山
へ
牛
を

引
い
て
歩
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
規

模
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、
牛
へ

の
愛
情
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
震

災
の
時
は
大
変
で
し
た
が
、
そ
れ
で

も
愛
着
の
あ
る
牛
た
ち
を
手
放
す
な

ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
か

げ
で
、
今
回
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
牛
た
ち
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

共
進
会
に
向
け
た
矢
吹
さ
ん
一

家
と
牛
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
日
々
は

大
変
な
も
の
で
し
た
。
共
進
会
で
は
、

一
本
の
手
綱
と
か
け
声
の
み
で
牛
を

手
な
ず
け
ま
す
。
朝
と
夕
の
１
日

２
回
、
ほ
ぼ
毎
日
、
調
教
は
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
「
牛
の
調
教
な
ど
初
め

て
の
経
験
で
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。

村
や
農
協
、
地
域
の
人
の
協
力
に
か

な
り
助
け
ら
れ
ま
し
た
」
と
、
和
夫

さ
ん
は
調
教
の
苦
労
に
つ
い
て
振
り

返
り
ま
す
。

　

全
国
大
会
を
終
え
て
和
夫
さ
ん
は

「
全
国
の
和
牛
改
良
は
想
像
以
上
で
、

福
島
県
の
改
良
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
育
て

て
い
る
優
秀
な
系
統
が
、
先
進
地
で

は
す
で
に
親
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
も
種
雄
牛
を
勉
強
し
て
品
種
改

良
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
色
々
と
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も

刺
激
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

次
回
の
共
進
会
は
２
０
２
２
年
に

鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
矢
吹

さ
ん
一
家
も
５
年
後
に
向
け
て
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

全
国
の
牛
は
凄
か
っ
た

村
の
皆
と
リ
ベ
ン
ジ
目
指
し
た
い

牛の調教の様子。シ(前進)、バ(止まれ)、サ
シ(左旋回)の３つの指示で牛を操ります。

和
牛
の
繁
殖
農
家

★今、夢中になっているこ

とは何ですか？
　体力づくりを始めました。
最近になって集落のソフト

ボールチームに入ったので、
試合や練習でちゃんと動け

るように体を整えています。

★これからチャレンジしてみ

たいことは何ですか？
　体重を落として体型を元
に戻したいです。就職して

運動する機会も減ってしま

い、高校のときから比べて、
20kgも増えてしまいました。
まずは10kg減を目標に、頑
張っていきたいです。

★鮫川村に住んでいて感じ

ることや好きなところは？
　良い意味で田舎というと

ころです。たくさんの自然
やきれいな星空、地域の人
の温かさなどに地元の良さ

を感じています。

★鮫川村に要望などはあり

ますか？
　水道を整備してほしいで

す。家では山水を利用して

いて、断水した時など、とて

も不便を感じます。
　また、凍った道路への対応
にも力を入れてほしいです。

■

藤田好範さん

ふじた・よしのり
1997年２月生まれ　20歳
Ａ型　みずがめ座
趣味はウインタースポーツ
赤坂西野字岡田

11月は、三瓶健太さん（赤坂東
野字広畑在住）の予定です。

水
道
の
整
備
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い

Young Plaza
若者の広場　No.154

口

口
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情報ＢＯＸ
暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

災害時対応電話 (停電・災害時)
　　　49-3302・49-3303

住民福祉課　　 　49-3112
農林商工課・農業委員会 　
　　　　　　　 　49-3113
地域整備課　 　　49-3114
議会事務局　　 　49-3115
出納室　　　　 　49-3116

【その他の機関】
教育委員会　　 　49-3151
図書館　　　　 　29-1150
農業者トレーニングセンター
　　　　　　　 　49-3295
学校給食センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）　　　　　29-1010
保健センター 　　29-1231
国保診療所　 　　49-2028
ほっとはうす・さめがわ
　　　　　　　 　48-2555
手･まめ･館　　 　49-2556
山王の里　　　 　48-2848
ゆうきの郷土　 　49-3474

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

nformationi

平
成
30
年
・
31
年
度
福
島
県
物

品
購
入
等
競
争
入
札
参
加
有
資

格
者
名
簿-

資
格
審
査
申
請

受
付
期
間　

10
月
２
日
㊊
〜
31

　

日
㊋(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く)

受
付
時
間　

９
時
〜
11
時
30

　

分
、
13
時
〜
16
時
30
分

受
付
場
所　

県
庁
入
札
用
度
課

　

ま
た
は
各
地
方
振
興
局

そ
の
他　

詳
細
は
県
庁
入
札
用

　

度
課
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
入
札
用
度
課
☎
０
２
４

　

-

５
２
１-

７
５
６
３

つ
つ
が
虫
病
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

10
月
〜
12
月
に
か
け
て
つ
つ

が
虫
病
が
多
発
し
ま
す
。
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状　

風
邪
に
似
た
症
状
、

　

頭
痛
、
関
節
痛
、
発
熱(

38

　

〜
40
℃)

、
発
疹

予
防
方
法　

▼
草
地
や
山
林
に

入
る
時
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
を
着
用
し
て
素
肌
の
露
出

を
避
け
る
。
▼
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
を
使
用
す
る
。
▼
作
業

後
は
入
浴
や
シ
ャ
ワ
ー
な
ど

で
、
身
体
を
洗
い
流
す
。

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
感
染

症
予
防
チ
ー
ム
☎
０
２
４
８

㉒
６
４
０
５

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関

す
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

日
時　

11
月
６
日(

月)

10
時

　

30
分
〜
12
時

場
所　

棚
倉
町
図
書
館

内
容　

軽
減
税
率
制
度
・
事
業

　

者
支
援
措
置
に
つ
い
て

そ
の
他　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
の
説
明

会
に
参
加
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ

下
さ
い
。

問
白
河
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

☎
０
２
４
８
㉒
７
１
１
１

不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

　

県
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、
関

係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽

油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
御
協
力
と
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
庁
総
務
部
税
務
課
☎
０
２

４-

５
２
１-

７
２
０
５
／
県

南
地
方
振
興
局
県
税
部
☎
０

２
４
８
㉓
１
５
１
９

福
島
県
不
妊
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

10
月
21
日
㊏
13
時
30
分

　

〜
16
時

場
所　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

対
象
者　

不
妊
治
療
を
受
け
て

　

い
る
方
や
不
妊
治
療
を
考
え

　

て
い
る
方
、
そ
の
家
族

内
容　

▼
講
話
「
知
っ
て
お
き

た
い
不
妊
治
療
」
講
師　

福

島
県
立
医
科
大
学　

菅
沼
亮

太
医
師
▼
交
流
会　

会
津
中

央
病
院　

渡
部
和
枝(

不
妊

症
看
護
認
定
看
護
師)

申
し
込
み　

10
月
17
日
㊋
ま
で

に
、
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
児
童

家
庭
支
援
チ
ー
ム
☎
０
２
４

８-

７
５-

７
８
１
０

農
業
日
誌
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日

誌
・
新
農
家
暦
の
販
売

　

一
般
財
団
法
人
農
林
統
計

協
会
発
行
の
「
農
業
日
誌
」

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
」
「
新
農

家
暦
」
を
販
売
し
ま
す
。
購
入

を
希
望
す
る
人
は
、
10
月
31
日

㊋
ま
で
に
役
場
農
林
商
工
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

価
格　

▼
農
業
日
誌
…
１
５
０

０
円(

税
込
み)

(

Ｂ
６
判)

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
…
１

５
０
０
円(

税
込
み)

(

Ｂ
５

判)

▼
新
農
家
暦
…
５
２
０

円(

税
込
み)

(

Ａ
５
判)　

※
10
月
31
日
以
降
の
申
し

込
み
分
は
、
送
料
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

そ
の
他　

発
行
は
11
月
中
旬
ご

ろ
で
す
。
申
し
込
み
を
し
た

人
に
通
知
を
し
ま
す
の
で
、

代
金
を
添
え
て
役
場
農
林
課

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
村
農
林
商
工
課
☎
49
３
１
１
３

行
政
相
談
週
間

　

10
月
16
日
㊊
か
ら
22
日
㊐
ま

で
の
一
週
間
は
「
行
政
相
談
週

間
」
で
す
。
村
を
担
当
す
る
行

原
子
力
損
害
賠
償
に
か
か
る

個
別
相
談

実
施
日
時　

10
月
19
日
㊍
13
時

　

30
分
〜
15
時
45
分

場
所　

白
河
商
工
会
議
所

そ
の
他　

相
談
は
事
前
に
電
話

で
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談

日
に
は
東
京
電
力
が
送
付
す

る
「
賠
償
金
御
請
求
書
②
」

一
式
と
、
可
能
な
ら
家
屋
の

写
真
や
建
築
図
面
な
ど
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
原
子
力
損
害
対
策
課
☎

　

０
２
４
‐
５
２
１
‐
８
２
１
６

10
月
１
日
〜
７
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す

　

遺
産
相
続
や
任
意
後
見
契
約

の
ほ
か
、
各
種
の
契
約(

金
銭

消
費
貸
借
・
不
動
産
貸
借
・
離

婚
に
際
し
て
の
慰
謝
料
や
養
育

費
な
ど)

の
問
題
は
、
後
々
に

も
め
ご
と
を
引
き
起
こ
し
が
ち

で
す
。
遺
言
や
当
事
者
間
の
取

り
決
め
を
公
正
証
書
に
し
て

お
け
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、

権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
白
河
公
証
役
場
☎
０
２
４
８

　

㉓
２
２
０
３

政
相
談
員
に
は
、
近
藤
保
弘
さ

ん(

新
宿)

が
総
務
省
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
相
談

員
は
、
役
所
や
特
殊
法
人
な
ど

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、

そ
の
解
決
を
手
伝
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
員
は
自
宅
な
ど
で

相
談
に
応
じ
て
い
る
ほ
か
、
行

政
相
談
週
間
の
期
間
中
、
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　

10
月
19
日
㊎
10
時
〜
15
時

場
所　

村
公
民
館

問
村
総
務
課
総
務
係
☎
49

　

３
１
１
１

相
談

i

■今月の納税　　　　　　　　

村県民税（第３期）
国民健康保険税（第５期）
介護保険料（第５期）
後期高齢者医療保険料（第３期）
※納期限：10月31日(火)

■今月のあおぞら号

昼バス運行日

10 月４日、５日、６日、16 日、

18 日、19 日、20 日、23 日

学　　校　　寄　　席
修明高校鮫川校-芸術鑑賞会

防災無線でむし歯予防を

呼びかけます。

10月の担当は―

青生野小学校
保健給食委員会

　藤田紗輝さん(６年)

　長井友莉花さん(５年)

毎
月
８
日
は「
歯
の
日
」で
す

　修明高校鮫川校では「心豊かで創造力に富
んだ人間を育成するとともに、鮫川村の皆様
に本校を知っていただく」ことを目的に、毎
年芸術鑑賞会を開催しています。今年は３人
の落語家さんを招き、寄席を行います。ぜひ、
この機会に落語の楽しさに触れてみませんか。
日時　10月30日㊊　12時30分～15時
場所　修明高校鮫川校体育館
参加費　無料
内容　▶寄席入門(桂文三)▶新作落語(春風
亭柏枝)▶落語体験コーナー▶色物(林家正
楽・紙切り)▶上方落語(桂文三)

演者紹介

※学校ではスリッパを用意しておりますが、
数に限りがありますので、上履きの御準備を
お願いします。

問修明高校鮫川校☎㊾２０２９

桂　文三(かつら・ぶんざ)

大阪府柏原市出身。平成３年に五代
目桂文枝に入門。「つく枝」を名乗
る。平成21年に桂派の由緒ある名跡
である「文三」を襲名。そのキャラ
クターと風貌から「踊る肉団子の甘酢
あんかけ」の愛称で親しまれている。

林家　正楽(はやしや・しょうらく)

東京都目黒区出身。昭和41年に林家
小正楽(二代目林家正楽)に入門。昭
和51年、「林家一楽」で初高座。昭
和63年に二代目林家小正楽を襲名。
平成12年、三代目林家正楽の大名跡
を襲名。海外公演など文化交流にも
積極的に貢献している。

春風亭 柏枝(しゅんぷうてい・はくし)

北海道札幌市出身。平成13年七代目
春風亭柳橋に入門、「べん橋」を名
乗る。平成16年に七代目春風亭柳橋
没後、七代目春風亭柏枝門下となる。
平成17年、二つ目昇進。平成26年に真
打昇進、八代目春風亭柏枝を襲名する。

近藤保弘さん
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暮らしのカレンダー

人の
動き

９/１現在・（　）は前月比

人口 3,555 人 （－2）
（－4）
（＋2）
（－4）

　女
1,785 人　男
1,770 人

世帯 1,126 戸

医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター   [あ]＝村営バス 「あおぞら号」

10

※行事などの日程は都合により変更になる場合があります。

おく
やみ

８月届け出分・敬称略

住 所 氏 名 月 日 年齢

水 口 鈴木　テツ 8.3 93歳
東前田 斎藤　政夫 8.11 76歳
滝 石井　節子 8.13 92歳

宿ノ入 円谷　千代 8.18 68歳

October

19 SAMEGAWA●2017-10

※お誕生、おくやみ、寄付・寄贈欄への掲載を希
　望しない人は、届け出の際に申し出てください。

日 月

10/１ ２

８ ９ 体育の日

　あらまちクリニック(棚倉町)☎33-8018 　和田医院（棚倉町)

　☎33-2012

15 16
　つちやクリニック(塙町)☎43-2250

●第30回高原の鮫川うまいもの祭り

　[鹿角平観光牧場]

●昼バス運行日[あ]

22 23 敬老の日

　金澤医院(矢祭町)☎46-2312

●学習発表会／青生野小

●第48回衆議院議員総選挙投・開票日

●昼バス運行日[あ]

29 30
　深谷クリニック(棚倉町)☎33-3223

●秋季一斉清掃

●親子読書教室…10:00 ～ [図]

●子宮頸がん・骨粗鬆症

　検診…13:00～14:00[保]

５ ６
　車田病院(塙町)☎43-1019

火 水 木 金 土

３ ４ ５ ６ ７
●やまぶきの会…

　10:00～15:00[保]

●昼バス運行日[あ]

●昼バス運行日[あ] ●献血…９:30～13:00[手
　まめ館]、14:30 ～ 17:00
　[役場駐車場]
●昼バス運行日[あ]

10 11 12 13 14
●乳がん検診 ●やまゆり保育室 [こ]

17 18 19 20 21
●やまゆり乳児室 [こ]

●おはなしの森…
　16:00～[図]
●昼バス運行日[あ]

●乳児健康相談

●保育参観デー [こ ]

●昼バス運行日[あ]

●心配ごと相談会…
　13:00～15:00[公]
●乳がん検診
●保育参観デー [こ ]
●昼バス運行日[あ]

●壇の岡祭／鮫川中

●保育参観デー [こ ]

24 25 26 27 28
●やまぶきの会…

　10:00～15:00[保]

●わくわく図書館広場…

　16:00～[図]

●さめっ子フェスティ

　バル／鮫川小

31 11/１ ２ ３ 文化の日 ４
　和田医院（棚倉町)
　☎33-2012
●少年主張大会
●音楽発表会

７ ８ ９ 10 11
●やまゆり保育室 [こ]

医

医 医医

医

医

医

医

第１日曜日は環境美化の日

第１日曜日は環境美化の日

■社会福祉事業のために[金員]…
　鈴木勲(伏木田)　佐藤元治(森ノ
　前)　石井清一(滝)　郡山ヤクル
　ト販売株式会社(代表取締役・長
　谷川進)
■ひだまり荘へ[紙おむつ]…菅野甲
　子夫(青生野)
■ひだまり荘へ[タオル]…水野一美
　(追木)
■ひだまり荘へ[食器類]…緑川幸子
　(浅川町)

寄付
寄贈

８月受理分・敬称略

編/集/後 /記修明高校
鮫川校より

■村の少子化について、皆さんはどのように捉えたでしょうか。皆さ
んの考える機会となれるように、これからも様々なことについて、広
報を通じて問題提起していきたいと思います（西橋）

お誕生

８月届け出分

菊地　癒
ゆの

乃・女
平 29.8.9 生
住所…下
保護者…涼太・舞

◆10・11月の筋力づくり教室

◆村国保診療所送迎車運行日
曜日 月 火 水 木 金

地区 村内全域
赤坂西野
西山

赤坂中野
東石

青生野
富田
渡瀬

※送迎を希望する人は、前日までに申し込みください。

問村国保診療所☎㊾２０２８ 開講時間　10：00～15：00[保 ]

Ａコース (渡瀬・富田・赤坂中野 ) 10/ ３㊋、11/ １㊌
Ｂコース (渡瀬・青生野 ) 10/ ６㊎、11/ ７㊋
Ｃコース (赤坂東野・石井草 ) 10/11㊌、11/ ８㊌
Ｄコース (西山 ) 10/17㊋、11/ ９㊍
Ｅコース (赤坂西野・赤坂中野 ) 10/25㊌、11/14㊍

問住民福祉課福祉係☎㊾３１１２

◆乳幼児健診日
３～４カ月児健診※ 10/16㊊
10カ月児健診※ 10/19㊍
１歳６カ月児健診 10/12㊍
３歳児健診 11/２㊍
※お母さんの口腔健康相談も行います

問住民福祉課福祉係☎㊾３１１２

関根　悠
ゆうと

斗・男
平 29.8.23 生
住所…大平
保護者…隆一・ｼ ｪ゙ﾆﾌｧｰ

◆村関連施設営業時間
施設名 営業時間 定休日

村国保診療所
９：00 ～12：00
14：00 ～17：00

土・日・祝日

村図書館 ９：30～18：00 月曜・祝日

村農業者トレーニングセンター ９：00 ～22：00 月曜・祝日

村農産物直売所
　手・まめ・館

９：00 ～18：00 第一水曜

手まめカフェ 10：00～18：00 水・木曜

村民保養施設さぎり荘 ９：30～21：00 水曜

Book
図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

　たくさんの生き物の中には、すごい能力を

もつものもいますが、中には「どうしてこうなっ

た!?」というものもいます。この本では、進化
した結果、なぜかちょっとざんねんな感じに

なってしまった生き物たちを紹介します。

第３土曜日は 家族一緒に読書の日

　「休日」がないのが、毎日のごはんづくり。だ
からこそ、もっとスムーズに、ラクにできるように

見直してみませんか？著者が、本当にやってい

る食卓の工夫。常備菜、冷凍法、味付け、ｅｔｃ…
を紹介しています。

ワタナベマキ監修、大和書房出版

少しのことでラクになる
ごはんづくり帖ざんねんないきもの事典

今泉忠明監修、高橋書店出版

■日頃より鮫川校の教育活動にお力添えをいただき、誠にありがとうございます。
村役場様のご厚意により、今月号より定期的に鮫川校の様子をお知らせすることが
できることととなりました。どうぞよろしくお願いいたします。(分校長・猪俣)

●おわびと訂正
　本誌９月号14ページ「ほっとニュー

ス」で誤りがありました。
（正）芳賀光義　（誤）芳賀光善
　また、同じく９月号23ページ「寄付
寄贈」の「植村實」さんの住所に誤り

がありました。
（正）滑石　（誤）新宿
おわびして訂正します。


